
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
の
医
療
に
よ
る
伝
道

は
、
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
米
国
長
老
教
会
所
属
宣
教
医
の
Ｊ
、

Ｃ
・
へ
ボ
ン
が
横
浜
・
宗
興
寺
に
開
設
し
た
施
療
所
に
始
ま
る
。

へ
ボ
ン
の
医
療
伝
道
開
始
以
来
、
多
数
の
宣
教
医
が
来
日
し
日
本

各
地
に
お
い
て
医
療
を
通
じ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
行
っ
た
。

そ
れ
ら
の
来
日
宣
教
医
に
関
す
る
研
究
は
、
長
門
谷
洋
治
の
報
告

に
詳
し
い
。
今
回
の
報
告
は
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
ま
で
の
日
本

に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
の
医
療
伝
道
活
動
の
推
移
、

特
に
治
療
代
金
を
徴
収
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
注
目

し
、
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
キ
リ
ス
ト
教
会
の
伝
道
を
目
的
と
し
た
医
療
事
業
と
い

1 ｜
般
口
演

幕
末
お
よ
び
明
治
中
期
に
お
け
る
日
本
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
医
療
伝
道
に
つ
い

て

高
安

伸

子

う
と
施
療
所
、
つ
ま
り
無
料
で
治
療
を
行
う
診
療
所
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
に
日
本
に
お
い
て
最
初
に
医
療
伝
道
を

行
っ
た
ヘ
ボ
ン
の
場
合
、
文
久
元
年
の
宗
興
寺
で
の
施
療
所
開
始

か
ら
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
閉
鎖
ま
で
、
施
療
所
で
は
患
者
か

ら
は
診
察
料
・
薬
代
を
徴
収
せ
ず
、
ま
っ
た
く
の
施
療
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
施
療
所
に
か
か
る
費
用
は
米
国
長
老
教
会
本
部
、
へ
ボ

ン
の
私
財
お
よ
び
へ
ボ
ン
の
活
動
を
支
持
す
る
友
人
・
知
人
ら
の

寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
へ
ボ
ン
書
簡
集
」
な
ど

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

へ
ボ
ン
の
次
に
来
日
し
、
宣
教
医
師
と
し
て
活
動
を
行
っ
た
の

が
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

所
属
の
Ｊ
・
Ｃ
・
ベ
リ
ー
で
、
彼
は
来
日
し
て
す
ぐ
に
神
戸
に
恵

済
院
と
い
う
診
療
所
を
開
い
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
医
療

事
業
に
つ
い
て
は
Ｇ
・
Ｆ
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
著
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
伝
道
史
」
の
中
に
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
一
八
八
二
年

の
報
告
と
し
て
、
「
患
者
は
普
通
薬
代
を
支
払
い
、
小
さ
な
病
院
の

臨
時
費
は
日
本
人
の
側
で
負
担
す
る
の
で
、
こ
の
事
業
は
大
部
分

自
給
し
て
い
る
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。

ベ
リ
ー
の
次
に
確
実
に
医
療
事
業
を
行
っ
た
宣
教
医
は
米
国
監
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督
教
会
所
属
で
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
来
日
し
た
ヘ
ン
リ
ー
．

ラ
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
ラ
ニ
ン
グ
は
来
日
し
た
年
の
九
月
に
大
阪
で

聖
バ
ル
ナ
バ
病
院
を
開
設
、
診
察
を
開
始
し
た
。
長
門
谷
の
報
告

で
は
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
聖
バ
ル
ナ
バ
病
院
で
、
入
院

患
者
の
う
ち
三
名
か
ら
半
額
の
治
療
費
を
徴
収
し
て
い
た
と
い

シ
《
ノ
一
○

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
頃
の
京
都
同
志
社
病
院
規
則
に
は
、

会
計
に
関
す
る
条
項
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
規
則
の

会
計
吏
の
条
項
で
は
、
会
計
吏
は
患
者
に
入
院
料
を
示
し
、
毎
月

も
し
く
は
退
院
す
る
時
に
入
院
料
を
受
け
取
る
こ
と
、
外
来
患
者

診
療
所
で
は
看
護
婦
の
動
作
に
注
意
を
加
え
、
婦
人
病
、
眼
病
な

ど
の
試
験
費
用
あ
る
い
は
眼
簾
等
を
附
与
す
る
と
き
は
実
費
を
払

わ
し
む
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
、
な
ど
が
任
務
と
さ
れ
る
。
さ

ら
に
患
者
行
状
規
則
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
項
目
が
含
ま
れ
て

い
た
。
「
第
七
項
施
療
患
者
一
一
シ
テ
労
作
二
堪
ル
者
ハ
保
母
或
ハ

「
レ
ジ
デ
ン
ト
」
医
ノ
命
ス
ル
職
務
ヲ
務
ム
ヘ
シ
」
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
に
も
外
来
患
者
診
察
局
規
則
と
し
て
「
…
正
直
ナ
ル

貧
者
ヘ
ハ
施
薬
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
診
察
料
ハ
随
意
ニ
シ
テ
定
限

ナ
シ
而
シ
テ
此
ノ
診
察
料
ハ
病
院
ノ
慈
善
費
用
二
使
用
ス
」
「
．
：
．
：

診
察
料
ヲ
払
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
左
ノ
割
合
ヲ
以
テ
往
診
料
ト
ナ

ス
ヘ
シ
ー
里
以
内
ハ
ニ
円
一
里
ヲ
増
ス
毎
二
一
円
ヲ
増
加
ス
夜
間

九
時
ョ
リ
午
前
七
時
迄
ノ
往
診
ハ
其
ノ
倍
料
ヲ
払
う
可
シ
貧
者
ハ

往
診
料
ヲ
払
フ
ニ
及
ハ
ス
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
開
国
直
後
の
日
本
で
の
ヘ
ボ
ン
施
療
所
の

運
営
方
法
か
ら
、
明
治
中
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の

医
療
事
業
の
運
営
方
式
と
は
明
ら
か
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
差
異
は
私
見
で
あ
る
が
、
一
八
七
三
年
の
切
支
丹
禁
制
の
高
札

が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
禁
制
の
時

代
は
医
療
そ
の
も
の
が
神
の
福
音
を
伝
え
る
手
立
て
で
あ
っ
た

が
、
禁
制
が
一
応
解
け
た
と
い
う
こ
と
で
、
本
来
の
言
葉
に
よ
る

伝
道
が
主
流
に
な
り
、
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
医
療
活
動
が

衰
退
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
差
異
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
行
っ
た
施
療
活
動
の

実
際
を
多
数
、
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
調

査
・
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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